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中
国
の
海
洋
覇
権
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
六
月
八
日
、
中
国
海
軍
の
駆
逐
艦
な
ど
計
八
隻
が
、
沖
縄
本
島
と
宮
古
島
の
間
の
公
海
上
を
太
平
洋
に
向
け
て
通
過
し

た
と
、
防
衛
省
統
合
幕
僚
監
部
が
発
表
し
た
。
こ
れ
ま
で
主
だ
っ
た
中
国
の
海
洋
進
出
の
活
動
を
、
昨
年
七
月
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地

域
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、
米
国
が
非
難
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同
年
九
月
に
は
、
尖
閣
諸
島
沖
で
領
海
侵
犯
し
た
中
国
漁

船
が
我
が
国
の
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
に
衝
突
し
た
の
に
加
え
、
本
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
中
国
国
家
海
洋
局
の
ヘ
リ

や
小
型
機
が
東
シ
ナ
海
に
お
い
て
我
が
国
海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
に
異
常
接
近
、
同
年
五
月
に
は
、
中
国
監
視
船
が
南
シ
ナ
海
に

お
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
資
源
探
査
船
の
活
動
を
妨
害
、
そ
し
て
今
月
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
ア
ジ
ア
安
全
保
障
会
議
で
、
南
シ

ナ
海
の
南
沙
諸
島
な
ど
の
領
有
権
を
巡
り
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
と
中
国
が
激
し
く
応
酬
し
た
矢
先
の
今
回
の
行
動
で
あ
る
。

昭
和
四
十
三
年
、
国
連
ア
ジ
ア
極
東
経
済
委
員
会
は
東
シ
ナ
海
の
海
底
調
査
報
告
を
発
表
し
た
が
、
こ
れ
を
契
機
に
中
国
は

尖
閣
諸
島
の
領
有
権
を
主
張
し
始
め
る
の
で
あ
る
。
当
時
こ
の
海
域
に
お
い
て
、
日
本
、
台
湾
、
韓
国
、
北
朝
鮮
の
四
ヶ
国
が

そ
れ
ぞ
れ
鉱
区
を
重
な
り
合
っ
て
設
定
し
て
い
た
た
め
、
日
本
国
岸
総
理
の
提
唱
に
よ
り
、
日
本
、
台
湾
、
韓
国
の
三
ヶ
国
で

領
有
権
を
棚
上
げ
し
共
同
開
発
す
る
計
画
が
進
ん
で
い
た
。
そ
こ
へ
突
如
と
し
て
、
「
こ
の
海
域
は
中
国
の
も
の
で
あ
り
、
日

本
は
、
ま
た
中
国
の
資
源
を
狙
っ
て
い
る
の
か
」
と
反
日
を
唱
え
つ
つ
恫
喝
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

一



換
言
す
れ
ば
、
中
国
の
狙
い
は
尖
閣
諸
島
に
限
ら
ず
、
東
シ
ナ
海
全
域
の
海
洋
覇
権
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
前
記
の
一
連
の

行
動
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
昨
年
九
月
、
中
国
漁
船
衝
突
事
件
の
際
、
中
国
は
即
座
に
約
束
を
破
り
東
シ
ナ
海
の
中
心
に

位
置
す
る
春
暁
ガ
ス
田
の
開
発
を
再
開
し
た
が
、
こ
れ
は
中
国
海
軍
の
山
東
半
島
に
お
け
る
北
海
艦
隊
と
膠
州
湾
に
お
け
る
東

海
艦
隊
が
、
沖
縄
本
島
と
宮
古
島
と
の
間
を
縫
っ
て
西
太
平
洋
に
進
出
す
る
通
路
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
の
施
設
に
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、
今
後
に
お
け
る
ガ
ス
田
の
計
画
に
よ
れ
ば
数
ヶ
所
の
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
完
成
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
中
国
海
軍
、
空
軍
と
も
に
哨
戒
や
演
習
な
ど
現
在
以
上
に
活
発
に
な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

戦
後
の
歴
史
を
紐
解
い
た
時
、
日
米
同
盟
に
と
っ
て
、
国
際
共
産
主
義
勢
力
に
技
術
援
助
を
以
っ
て
強
化
す
る
こ
と
が
、
共

産
主
義
国
内
の
貧
富
の
差
を
生
じ
さ
せ
、
自
由
主
義
国
の
軍
事
力
強
化
を
生
み
、
世
界
を
軍
備
強
化
の
悪
循
環
に
陥
れ
、
引
い

て
は
自
由
主
義
国
内
部
の
社
会
不
安
を
引
き
起
こ
し
、
共
産
主
義
国
の
勢
力
増
大
に
拍
車
を
か
け
さ
せ
る
結
果
と
な
る
と
い
う

こ
と
を
再
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
や
核
を
保
有
す
る
大
国
と
な
っ
た
中
国
の
目
覚
し
い
発
展
の
、
そ
の
結
果
待
つ
も

の
は
人
類
が
核
戦
争
に
よ
る
人
類
破
滅
の
危
機
に
あ
る
こ
と
を
直
視
し
、
日
米
安
保
に
つ
い
て
、
我
が
国
は
片
務
的
で
な
く
双

務
化
を
促
進
し
、
相
互
・
自
国
防
衛
に
よ
り
一
層
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

二



一

本
年
六
月
八
日
、
中
国
海
軍
の
駆
逐
艦
な
ど
計
八
隻
が
、
沖
縄
本
島
と
宮
古
島
の
間
の
公
海
上
を
太
平
洋
に
向
け
て
通
過

し
た
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

二

本
年
五
月
、
中
国
監
視
船
が
南
シ
ナ
海
に
お
い
て
、
ベ
ト
ナ
ム
の
資
源
探
査
船
の
活
動
を
妨
害
、
そ
し
て
今
月
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
で
の
ア
ジ
ア
安
全
保
障
会
議
で
、
南
シ
ナ
海
の
南
沙
諸
島
な
ど
の
領
有
権
を
巡
り
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
と
中
国
に
摩
擦

が
生
じ
、
激
し
く
応
酬
し
た
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

二
に
関
連
し
、
本
年
七
月
下
旬
に
控
え
て
い
る
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
お
い
て
は
、
新
総
理
の
下
で
の
外

務
大
臣
が
出
席
す
る
の
か
、
ま
た
、
現
段
階
に
お
い
て
中
国
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
抗
議
を
す
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如

何
。

四

か
つ
て
、
日
本
、
台
湾
、
韓
国
の
三
ヶ
国
で
東
シ
ナ
海
の
領
有
権
を
棚
上
げ
し
、
共
同
開
発
す
る
計
画
が
進
ん
で
い
た
に

も
拘
わ
ら
ず
、
突
如
と
し
て
「
こ
の
海
域
は
中
国
の
も
の
で
あ
り
、
日
本
は
、
ま
た
中
国
の
資
源
を
狙
っ
て
い
る
の
か
」
と

反
日
を
唱
え
つ
つ
恫
喝
し
て
き
た
中
国
の
態
度
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

昨
年
、
中
国
が
東
シ
ナ
海
の
中
心
に
位
置
す
る
春
暁
ガ
ス
田
の
開
発
を
再
開
し
、
こ
れ
が
中
国
海
軍
の
山
東
半
島
に
お
け

る
北
海
艦
隊
と
膠
州
湾
に
お
け
る
東
海
艦
隊
が
、
沖
縄
本
島
と
宮
古
島
と
の
間
を
縫
っ
て
西
太
平
洋
に
進
出
す
る
通
路
で
あ

三



る
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
分
析
し
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

六

五
に
関
連
し
、
春
暁
ガ
ス
田
の
施
設
に
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
が
あ
り
、
今
後
に
お
け
る
ガ
ス
田
の
計
画
に
よ
れ
ば
数
ヶ
所
の
ヘ

リ
ポ
ー
ト
が
完
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
中
国
海
軍
、
空
軍
と
も
に
哨
戒
や
演
習
な
ど
現
在
以
上
に
活
発
に
な
る
こ
と
は
必

至
と
考
え
る
が
、
我
が
国
と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


